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《

紹
介

》
田
坂

順
子
編

『
扶
桑
集
-

校
本
と
索
引
ー

」
金

原

理

こ
の
た
び
、

田
坂
順
子
氏

の

『
扶
桑
集
ー

校
本
と
索
引
ー

』
が
上
梓
さ

れ
た
。

B
5
版

で
二
一二
〇
頁
。
全
巻

、
編
者

の
美

し
い
手
書
き

で
あ
る
。

全
体
を
校
本
篇
と
索
引
篇
と

に
分
け
、
校
本
篇

は
同
集

の
本
文
を
掲
出
し
、

そ
の
頭

に
詩
題

の
通
し
番
号
と
行
数

を
記
す
。

こ
れ
が
索
引
篇

の
本
文
検
索
数

字

に
対
応
す

る
。
校
異

は
当
該
個
所

に
※
印

を
付

し
て
、
下
段

に
諸
本

の
略

号

と
と
も

に
示
す
。
末
尾

に
作
品

一
覧

と
作
者
名

一
覧
が
付
載
さ
れ

て
い
る
。

索
引
篇

は
本
文
篇
の
詩

句
に

つ
い
て
の
漢
字

一
字
索
引

で
、
排
列
は
部
首
順

に
よ
り
、
同

一
部
首
内

は
総
画
数
順

に
よ
る
。
詩

一
句
を
単

位
に
本
文
を
切

り

出
し
、
該
当

す
る
漢
字

の
部
分
を
空
欄

に
し

て
そ

の
詩
句

の
何
字
目

に
当
た

る

か
を
示
す
。
索
引
篇

の
巻
頭

に
部
首

一
覧
と
検
字
表
を
配

し
て
、
検
索

の
便

に

供

し
て
い
る
。

表
紙

は
桜
地

に
赤
蘇
芳
色

で
表
題
を
中
央

に
編
者
名
を
右

に
配
し

て
、
白
ぬ

き

で
横

に

「
扶
桑
集
」

の
三
字
が
現
代
的

な

レ
イ
ア
ウ
ト
を
施
さ
れ

て
、

下
方

に
位
置
す
る
。
ま
た
扉
は
本
文
と
は
別
紙

で
和
紙
を
使
う
。

い
ず
れ
編
者

の
好

み

に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
装
丁

に
も
細
か
な
心
遣

い
が
感
じ
ら
れ
る
。

「
は
し
が
き
」

に
よ
れ
ば
、

こ
の
校
本
を
公

に
す
る
に
至

っ
た
の
は

「
群
書

類
従
本

以
外

は
容
易

に
入
手
し
が
た

い
現
状

の
中

で

一
入

こ
の
私
製
校
本
を
用

い
て
研
究

を
進
め

る
べ
き

で
は
な

い
と
考
」

え
て
の
こ
と
だ
と
言
う
。

こ
れ
は

「
は
し
が
き
」

の
終
わ
り

に
さ
り
げ
な
く
記

さ
れ
た
夫
君

へ
の
謝
辞
の
言
葉

と

と
も

に
、
編
者

の
優
し

い
人
柄
を
し
の
ば
せ
る
。

こ
の
校
本

の
底
本

に
使
用
さ
れ
た
の
は
彰
考
館
所
蔵
本

で
あ
る
。
周
知

の
よ

う
に

「
扶
桑
集
』

の
現
存
諸
本

は
巻
七
と
巻
九

の
み
を
伝
え
る
、
残
欠
本

で
あ

る
が
、
編
者

の
調
査

(「
『
扶
桑
集
』
伝
本
考
」
〈中
古
文
学
〉
二
八
号

昭
和
五

六
年

=

月
)

に

つ
け
ば
、
現
存
が
確
認
さ
れ
る
も

の
は
、
群
書
類
従
本
を
含

め

て
以
下

の
八
本

で
あ

る
。

d
内

閣
文
庫
蔵
林
大
学
家
本

貞
享
頃
写
、

〔内
甲
〕

②
内

閣
文
庫
蔵
昌
平
坂
学
問
所
本

宝

暦
頃

写
、

〔内
乙
〕

⑨
祐
徳
文
庫
蔵
本

近
世
中
期
写
、

〔祐
〕

④
松
浦
史
料
博
物
館
蔵
本

松
浦
静
山

の
蔵
書
印
有
り
、

〔松
〕

⑤
彰
考
館
蔵
本

近
世
初
期

写
、

〔彰
〕

⑨
京
都
大
学
付

属
図
書
館
菊
亭
家
寄
託
本

近
世
中
期
写
、

〔京
〕

ω
静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
簡
治
家
旧
蔵
本

近
世
中
期
写
、

〔静
〕

⑨
板
本
群

書
類
従
本
、

〔群
〕

こ
れ
ら
八
本

の
う
ち
静

は
略
本

で
系
統

を
他

の
七
本
と
異

に
し
、
所
収
作
品

「
62
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数

で
内
甲

・
祐

・
彰

・
京

・
群

(
一
〇

四
首
)
と
内
乙

・
松

(
一
〇
三
首
)
が

対

立
す
る
。
ま
た
巻
七
冒
頭
付
載

の
目
録

の
書
写
の
さ
れ
方

に

つ
い
て
、
彰

・

京
は
本
来

の
目
録

の
姿
を

そ
の
ま
ま
伝
え

て
い
る
が
、
内

甲

・
祐

・
群
は
目
録

の
前
半
部

を
欠
き
、
内

乙

・
松
は
目
録

の
前
半

を
欠

く
と
同
時

に
、
さ
ら

に
本

文

冒
頭
の
部
立

て
の

一
部
を
目
録

の
内
容

に
取

り
込

ん
で
い
る
。
転
写

の
回
数

に
比
例

し
て
、
本
来

の
姿
か
ら
本
文
冒
頭

の
部
立

て
を
目
録
末
尾

へ
混
入
さ
せ

た
内

乙

・
松

の
形

へ
移

っ
て
行

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
外
部
徴
証
か
ら
諸
本

間
に
既
述

の
よ
う
な
特
徴
が
う
か
が
え
る

が
、
諸
本
共
通

の
異
同
数
や
質
、
あ
る
い
は
行
数
、
字
数
、
字
配
り
な
ど

の
内

部
徴
証

に
よ

っ
て
、
彰

・
京
と
、
静

を
除

く
内

甲
他

の
五
本
が
対
立
し
、
字

形

の
近
似
、
挿
入
さ
れ
た
字

の
本
文
化

な
ど

さ
ら
に
細
か
な
点

の
比
較
、
ま
た
書

写
年
代

の
検
討
か
ら
、

彰
は
京

に
優

り
、
内
甲
他
五
本
間

で
は
内
甲
が
相
対
的

に
優
れ

て
い
る

こ
と
を
立

証
で
き
る
。

右

の
結
果
か
ら
現
存
諸
本

は
三
系
統

に
分
け
ら
れ
そ
れ
ぞ
れ

の
上
位

に
彰
、

内
甲
、
静
が
立

つ
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
う
ち
静
は
略
本
な

の
で
外

し
、
彰

と

内
甲
と

の
優
劣
を
検
討

す
る
と
、
彰

は
巻
七
巻
頭

に
目
録
を
置
く
が
、
内

甲
は

そ
の
前
半
が
欠
落
し

て
お
り
、

彰
に
あ
る

「墳
」
と

い
う
小

部
立

て
が
内

甲
に

な
く
、
巻
九
と

い
う
巻
数
表

記
も
な

い
。

ま
た
両
本
共

に
あ
る
六
〇
個
所

の
欠

字

の
う
ち
、
内
甲
が
彰

を
補

え
る
個
所

四
に
対
し

て
、
逆
に
彰
が
内

甲
を
補

え

る

の
は

一
七
あ
り
、
書

写
態
度

に
し

て
も
彰
は
親
本

の
判
読

困
難

な
字
体

に

つ

い
て
ま

で
、
で
き
る
だ

け
原
本

の
姿
を
忠
実

に
再
現
し
よ
う
と
努
あ

て
い
る
。

右

の
よ
う
な
綿
密
な
検
討
と
手
順
を
経

て
、
校
本
の
底
本

と
し
て
彰
本
が
採

用
さ
れ
た
。

作
品
を
読

み
解

い
て
行
く
上

で
、
索
引

の
利
用
価
値

は
き
わ
め
て
大
き

い
。

中
国
文
学

の
畑
で
は
当
然
な
が

ら
索
引
は
早
く
か
ら
作

ら
れ
て
来

て
い
る
。

し
か
し

こ
れ
が

日
本
漢
文

の
作
品

に
な
る
と
、
ま
こ
と

に
蓼
蓼
た
る
も

の
で

あ
る
。

わ
ず
か
に
本
間
洋

一
氏

の

『凌
雲
集
詩
句
索
引
稿
』

(「
富
山
女
子
短
期

大

学
紀
要
」

一
六
輯
)
、
辰
巳
正
明
氏

の

『
懐
風
藻
漢
字
索
引

』
(
新
典
社
)
、
川

口
久
雄

・
若
林
力
両
氏

の

『
菅
家
文
草

・
菅
家
後
集
詩
句
総
索
引
』

(明
治
書

院
)
、
蔵
中
進
氏

の

『
江
戸
初
期
無

刊
記
本
遊
仙
窟
索
引
』

(和
泉
書
院
)
を
数

え
る
く
ら
い
で
あ

ろ
う
か
。

こ
こ
に
貴
重
な
業
積
が

一
つ
加
わ

っ
た
。
同
学

に
連
な
る

一
人
と
し

て
、

こ

の
た
び

の

『
扶
桑
集
ー

校
本
と
索
引
ー

」

の
刊
行

に
、
心
か
ら
拍
手
を
送

り
た
い
と
思
う
○

(昭
和
六
十
年
五
月
、
擢
歌
書
房
刊

四
五
〇
〇
円
)
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